
感染症情報 ７月１７日～２３日 

①手足口病 

④溶連菌感染症 

②感染性胃腸炎 

③ヘルパンギーナ 

⑤RSウイルス感染症 

２３７８例（堺市  １５３例） 

７７８例（堺市   ３９例） 

３８６例（堺市    ２４例） 

３７０例（堺市    ２０例） 

１９０例（堺市     ３例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週から１８．１％減の４，５２４件であった。 
 

報告の第１位は手足口病で以下、感染性胃腸炎、ヘルパンギーナ、 
 

溶連菌感染症、RSウイルス感染症の順であった。 
 

 １位の手足口病は府下で前週比１７％減、堺市でも前週比  
 

２１％減であった。定点当たりの報告数は前週１４．４→今回１１．９ 
 

に下がった。 2位の感染性胃腸炎は府下で前週比２７％減、堺市 
 

で９％減であった。ヘルパンギーナが府下で前週比２０％減、堺市 
 

で４１％減であった。溶連菌感染法は府下では前週から２３％減、 
 

堺市では３９％減であった。RSウイルス感染症は府下で前週比 
 

３５％増、堺市では前週２例→今回３例であった。 
 

 インフルエンザは府下では前週２１例→今回２２例で横ばいで 
 

あった。堺市では前週２例→今回再び０になった。 
 

 麻疹や風疹の報告はなかった。 

インフルエンザ  ２２例（堺市      ０例） 

府下小児科２００療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０７医療機関（堺市２９）から 


